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日時 : 2024 年 8 月22 日（木）　10：50 ～ 11：40
会場 : 大阪国際会議場 第 6 会場（12F  特別会議場） 

共催：第 42 回日本受精着床学会総会・学術講演会　株式会社北里コーポレーション

新しい卵子・胚凍結保存法 Ultra-Fast® Vitrification / Warming 
～世界最大不妊治療グループの臨床データから～
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Marcos Meseguer 博士による「卵子・胚凍結における最新の知見」では、業界最高の臨床成果を維持し、
革新的な研究発表を続ける開発チームを有す世界屈指の生殖医療グループである IVIRMA Global での豊
富な経験と、最新研究結果の Ultra-Fast® Vitrification / Ultra-Fast® Warming プロトコールを用いた
臨床結果についてもご紹介いただきます。
同プロトコールの導入が今後クリニックに与えうる影響など、凍結融解プロセスの効率化、妊娠率向上に
焦点を当て、今後のガラス化凍結保存の展望についてもご講演いただきます。午後にはハンズオンセミナー
を実施いたします。

Updating oocyte and embryo cryopreservation
“卵子・胚凍結における最新の知見”

同時通訳あり講
演

第42 回日本受精着床学会総会・学術講演会 ハンズオンセミナー

共催：第 42 回日本受精着床学会総会・学術講演会　株式会社北里コーポレーション

日時 : 2024 年 8 月22 日（木）　

会場 : 大阪国際会議場 第 8 会場（11F  会議室 1102） 

（第1部～第3部は同内容となります。）

第3 部 16 : 1 0 ～ 17 : 0 0第2 部 14 : 5 0 ～ 15 : 4 0第1 部 13 : 3 0 ～ 14 : 2 0

新しい卵子・胚凍結保存法 Ultra-Fast® Vitrification / Warming ハンズオン
～時間短縮による効果の評価とディスカッション～

定 員
ハンズオン：各回 12 名

見　学：各回 20 名
受講料 無 料

※ハンズオン・見学共に事前のお申込みを WEB にて受付しています。（先着順）

※胚操作用ツールをお持ちの方はご持参ください。
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世界有数 卵子バンク・ドネーション施設が実践する卵子凍結プロトコール

Ultra-Fast® Vitrification / Ultra-Fast® Warming 通訳あり

Marcos Meseguer博士のご講演で紹介されたUltra-Fast® Vitrification / Ultra-Fast® Warmingプロトコ
ールに関するハンズオンセミナーを開催します。
業界最高の臨床成果を維持し、革新的な研究発表を続ける開発チームを有す世界屈指の生殖医療グループで
あるIVIRMA Globalでご活躍されるMeseguer博士から直々にご助言をいただける貴重な機会であり、従
来の方法を踏襲しつつもクリニックにおける業務効率の改善に役立ちうる新しい凍結融解方法を体験する
機会を提供します。奮ってご参加ください。

北里コーポレーション
主席研究員
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・受講条件として第 42 回日本受精着床学会総会・学術講演会の参加登録が必要となります。
・お申し込み詳細は後日、学会 HP にてお知らせいたします。URL：http://jsfi42.umin.jp/



世界15カ国に
190以上のクリニック、19ブランドを展開中
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IVIRMA Globalは世界をけん引する生殖医療グループで、

15か国にまたがり190以上のクリニックを運営し、治療

実績数15万件を誇るIVF治療専門クリニックです。 

IVIRMA Globalは、ドネーションと卵子凍結につ
いて、先進的なサービスを提供しています。また、
卵子バンクサービスも提供しており、現行のEU法
に準拠し、IVIRMA Globalグループが定めた厳格
な医療プロトコルと基準に従って行われ、厳格な追
跡可能性プロセスに沿って運営されています。

ドネーションと卵子凍結

2010年にKitazato社のCryotop®法を用いてガラス化保
存した卵子が新鮮卵子と同等に臨床で利用できることを
IVIRMA Globalグループが証明し、卵子バンクの基礎を
確立しました。
IVIRMA Globalグループは現在までESHRE、ASRMなど
国際学会での研究発表にも多数貢献しており、2024年現在
は最先端ガラス化技術として注目されているUltra-Fast® 
Vitrification、Ultra-Fast® Warmingの研究に携わって
います。

卵子凍結の実績

IVIRMA Globalは、ヨーロッパを拠点としていた
IVIと米国を拠点としていたRMAが2017年に合併
してできた生殖医療のクリニックグループです。

両社はともに創立時より、最良の不妊治療の提供
と最先端の研究という両輪で成功を納めており、
合併後はグローバル展開力を増し、世界トップの不
妊治療グループIVIRMA Globalを作り上げました。

兼ねてからの高い研究力、治療成功率、細やかな
患者ケアは維持しつつも、欧州の有力不妊治療グ
ループGeneraLifeおよびCREATE Fertility、北
米のBoston IVFやTRIOグループを傘下に収める
などの世界展開の勢いは止まらず、生殖医療業界
に大きな影響力を与えています。

34年の歴史

Kitazato Corporation
100-10 Yanagishima, Fuji Shizuoka
416-0932 Japan

DIBIMED - Biomedical Supply, S.L. 
3 Jorge Comín. 46015 Valencia, Spain

Ultra-Fast® Vitrification 
code. xxxx xxxx
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ES 300µL
Equilibration Solution

300µL
Vitrification SolutionVS1 300µL

Vitrification SolutionVS2
For Vitrification of oocytes and Embryos
Caution: For Laboratory use only. 
Not for diagnostic use.
Media contain Gentamicin as antibacterial agent

Quality Control Specification
MEA ≥80% / 
Endotoxin <0.25EU/mL (LAL)

1 2 3

Ultra-Fast ® Vitrification / 
　Ultra-Fast ® Warming

新提案のプロトコールと分注済み製品の組み合わせにより、
凍結融解の作業時間を1/10以下に効率化できます。

北里コーポレーションのガラス化液はCEおよびFDAの認可を受け、
世界115カ国、3000以上の施設で年間250万症例以上に利用されている
実績のある製品です。

NEW

卵子凍結融解をより短時間で確実に！
北里コーポレーションのガラス化凍結・融解液に、 
卵子バンク・ドネーション施設の標準プロトコールが
加わりました。
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※製品パッケージは変更する可能性がございます。

Marcos Meseguer, Ph.D.
スペインのバレンシア大学で生物科学の学士号を取得、英国マンチェスター大学セント・メアリー病院でプ
レドクトラル・フェローシップを修了。2002年にはバレンシア大学で産科学博士号およびヨーロッパ博士号
を取得し、さらにスペインのバルセロナ自治大学で研究法、デザイン、統計学の修士号を取得しています。
現在、IVIバレンシアIVFユニットの科学スーパーバイザー兼上級胚培養士を務めております。（以前はバレ
ンシア不妊研究所（IVI）のアンドロロジー研究室の共同ディレクターを務めていました）

米国生殖医学会の論文賞や米国アンドロロジー学会のラロー財団国際賞を3回、スペイン不妊学会の研究賞
を3回、スペインエンブリオロジー学会の研究賞を4回受賞しています。また、RBMオンラインからロバー
ト・エドワーズ賞論文賞を受賞、ASRMスター賞の受賞者でもあります。
また、研究代表者として、欧州共同体の支援による5つのEUREKAプロジェクト（質の高い技術プロジェク
トに与えられる）を含む、スペイン政府主催の16のプロジェクトを通じて研究資金を獲得し、日々研究を続
けています。

Honors and recognition


